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教科書出版社名（ 教育出版 ） 

〇 小学校（ ５ ）年   教科等（ 音楽 ） 

 

○ 「自ら学ぶ子どもの育成」に向けて、この単元で付けたい力 

（教科等でつけたい力） 

・曲想と旋律やリズムなど音楽の構造との関わりについて理解し、思いや意図に合った表現を考える。 

・我が国や諸外国に伝わる音楽の特徴や、それらと人々の暮らしとの関わりについて興味をもち、多様

な音楽やその表現に親しむ。 

 

（学校図書館等の活用でつけたい力） 

・日本の子守歌や民謡、諸外国の伝統音楽について、図書資料やインターネットを活用して調べる。 

・調べたことを観点ごとにまとめ、一覧にする。 

・調べてわかったことを友だちと伝え合い、音楽活動に活かす。 

 

○ この単元における学校図書館を活用した情報活用能力の育成に向けて 

●情報収集…図書資料やインターネットから、日本や諸外国の伝統音楽についての情報を集める。 

●整理・分析…集めた情報を観点ごとにワークシートにまとめる。 

●まとめ・表現・発信…わかったことを友だちと伝え合い、音楽活動に活かす。 

 

○ 学習の展開（全６時間）（学校図書館等を活用した時間は☆印） 

第１次 

（３時間） 

 

〇日本の民ようについて 

・日本の民謡や子守歌を鑑賞したり、図書資料を活用したりして、節回しや旋

律の特徴や発生について理解する。（☆） 

・図書資料やインターネットを活用し、日本各地の民謡について調べる。（☆） 

・調べてわかったことを友だちと伝え合い、音楽活動に活かす。 

第２次 

（３時間） 

 

〇いろいろな国の伝統音楽について 

・世界各地の伝統的な音楽について鑑賞したり、図書資料を活用したりして、歌

声や楽器の特徴と、それぞれの面白さについて考える。（☆） 

・図書資料やインターネットを活用し、諸外国の伝統音楽について調べる。

（☆）【本時】 

・調べてわかったことを友だちと伝え合い、音楽活動に活かす。 

 

単
元
名 日本の民ようと世界の音楽をたずねて 

～音楽の旅～ 



（本時４／６時） 

☆学校図書館等活用（本時）の学習  

本時のねらい 

世界の伝統的な音楽について鑑賞してそれぞれの表現の面白さを味わい、より詳しく調べる。 

 

学習展開 

時間 

(分) 
主な学習活動  指導上の留意点 

10 

 

 

 

10 

１． 既習曲を歌唱、演奏する。 

 

 

 

２．世界の伝統的な音楽について知る。 

 （歌声）・ホーミー（モンゴル）・ヨーデル（スイスなど） 

       ・グリオとコラの語り 

 （楽器）・バグパイプ（イギリス、スコットランド） 

       ・フォルクローレのケーナ、シーク（チリ）  など 

 

 

 

 

・音源を使って鑑賞する。 

・図書資料を活用し、国の

文化や使われている楽器

などの情報を教師が紹介

する。 

 

13 

 

 

 

10 

 

 

 

 

2 

３．聴き比べて気づいたことをワークシートにまとめ、交流

する。 

 

 

４．さらに気になったことを図書資料やインターネットを活

用して調べる。 

 

 

 

5．今日の学習をふりかえる。 

 

・声や歌い方、楽器、場面

などに注目できるようにす

る。 

 

・世界の伝統音楽について

の図書資料を用意し、児

童が自由に使えるようにし

ておく。 

 

・次時では調べる活動の続

きをすることを伝える。 

 

 

 

 

  

 

 

 

第１次  

日本の民ように

ついて調べるた

めのワークシート 

世界の伝統的な音楽を味わい、くわしく調べよう。 

図書館活用 

ポイント 

図書館活用 

ポイント 


